








ビジネスにとって法令順守は 必 要 か ?
国家機関にとって法令順守 は 必 要 か ?
(以 上 前 号 二.I
f~情 ､法 子上白守を妨げているのだ ろ うか ?
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加価値税 に関 して言えば､最低でも2分の 1に
滅らすよう提案されているLlその結果､総合的
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これは､効率的な宰 (実際に支払われる)より
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この数字は､公式的な税率が引き下げられれば
現実の支払額は引き上げられるというビジネス
の 心 構 えについて警告している､妥協レベルを
意 味 し て い る L,
い ず れ に し て も､まじめなどジネスにとって


















であれば､企業家にとって法令順守-向 か う こ
とはより容易になり､他方､政府は 予 算 確 保 の





























のになるようなときに､この問題は生じて く る ｡
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だ人も､脇に立って見ていただけの人も同 じ利




む｡これは普通の､簡単に説明のつくエ ゴ イ ス
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てはならない｡.なぜ な ら､ さ ま ざ ま な有力なグ
ループの利害が…絡 み 合 っ て .1い る か らなのであ
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●監督機関 との合意のパ ラメーター

































こ こ ../I､号∴ ､こ.･~/ :: :い : - 醜 ･//.I/･∴‥.
れば ､ 企業には3つのこと が 必 要 であるO第1
に､手続きの簡素化である L, 第 2 に､ビジネス















こ の 問 題 は よ-卜一層困難に思われるLl,
第 1 に ､ 企 業 と 当局の間の相互関係において､
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/I;.:ち工ここ,･十!-li;卜∴･:-,/, 卜∴ ､:II､ 工tIl嵩,･:
は､長期的なプロセスである｡そのプロセスと
は､多くの場合､段階的な性格を持ち､そして
重要なことは､それが制度的な支援と制度的な
手続きを必要としているということである｡
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